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パーフェクトジョイント工法 
側溝類引寄せ連結工法 

「テコの原理」を利用した専用工具を使用することに
より、コンクリート製品の引寄せが簡単に行なえます。 

目地工事が不要ですので施工性が大幅に向上し工
事期間の短縮につながります。 

ジョイント作業が誰にでも簡単に行なえるので施工 

コストの縮減が可能です。 
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作業手順 

製品の据え置き 1
コンクリート製品を据え置きます。（製品
の隙間の目安10mm～20mm） 

Pプレート・Pボルトの取付け 
（連結プレート・連結ボルト） 

2
施工済の製品（右側）のPプレートの丸
穴にPボルトを通してPボルトを挿入する。
引寄せる製品（左側）にPボルトを挿入し、
その上にPプレートを掛ける。 

パワーハンドをセットする 
（引寄せ工具） 
 

3
パワーハンドの固定側（施工済）を丸穴
側プレートとPボルトの間に入れ、下方
向いっぱいに差し込む。また、移動側（引
寄せる製品）も同じ様に差し込む。 

ジョイント作業 4
パワーハンドバーを握り手前にゆっくり
と引き込んでいくと、製品の間の隙間が
なくなりPボルトにPプレートのU形穴が
入りロックされる。 

Pボルトの固定 5
パワーハンドを取り外し、ハンマーを用
いてPボルトの頭を交互に叩いて奥ま
で打ち込む。（取り外す際は、スパナ等
を使用） 

作業終了 6
1本あたり布設時間平均7分で作業完了。
（据え置き作業から連結作業終了まで） 
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